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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　C型肝炎ウイルス（HCV）の診断法として，今回新

たに開発された第2世代HCV抗体測定法の有用性

を，第1世代HCV抗体測定法及びHCV－RNAの検出

結果とあわせ，比較検討した．

　対象及び：方法

　対象は，1986年から1991年に非A非B型肝炎と診

断された644例で，その内訳は急性…肝炎（AH）33，慢

性肝炎（CH）273，肝硬変（LC）156，肝細胞癌（HCC）

182例である．第1世代及び第2世代HCV抗体測定

キットを用い，各臨床病期別のHCV抗体陽性率をも

とめた．またAH例については，希釈法によるHCV

抗体価の測定，RIBA2テストによるHCV関連抗体

（C22－3，　C33C，571－1，　C100－3抗体）の検出，並びに

nested－PCR法によるHCVRNAの検索を行った．

　結果と考察

　1）各臨床病期別のHCV抗体陽性率

　第1世代HCV抗体測定法による陽性率はAH　55，

CH　72，　LC　77，　HCC　86％であるが，第2世代HCV

抗体測定法による陽性率はAH　82，　CH　96，　LC　96，

HCC　97％と著明に上昇し，その有用性が明らかにされ

た．

　2）HCV感染初期での検出率

　AH発症5週以内では，第1世代HCV抗体に18例

全例陰性であったが，第2世代HCV抗体は10例が陽

性であり，感染初期での有用性が示された．陽性例に

ついてRIBA2テストを行うと，主にコア抗体である

C22・3抗体が発現しており，宿主のHCVに対する免疫

応答がコア抗体の出現から開始されると考えられた．

　また発症後1週以内に限定すると，HCV－RNAは9

例中7例で検出されたが，第2世代HCV抗体はわず

か1例のみで陽性だった．噛HCV－RNAはより初期から

検出されるものの，経過中一時的に血中から消失する

場合もあり，AHの早期診断には第2世代HCV抗体

測定とHCV－RNA検出の併用が望ましいと考えられ
た．

　3）HCV抗体とAHの予後
　AHを血清トランスアミナーゼ値（ALT）の正常化

の有無により治癒例と慢性化例の2群に分類した．発

症後4～8ヵ月では，2群のHCV抗体価に差はみら

れないが，治癒例ではその後経過とともに抗体価は低

下した．3例の治癒例では，第1世代HCV抗体と

HCV－RNAは陰性化したが，第2世代HCV抗体はご

く低力価ながら残存し，RIBA2テストでC22－3抗体の

みが発現していた．この結果よりコア抗体はHCVが

消失した後も長く陽性を示すものと考えられた．また

ALT正常化後もHCV・RNA抗体高力価が持続する

症例が1例みられた．AHの予後及び治療法を的確に

知るためには，ALTのみでなく，ウイルスマーカー及

びHCV・RNAの推移が重要であると考えられた．
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　結語

　第2世代HCV抗体測定法は，従来の測定法に比べ

検出感度にすぐれ，特にHCV・RNA検出と補い合っ

てAHの早期診断さらに予後を決定する上で重要と

思われた．

論　文　審　査　の　要　旨

　C型肝炎の診断は，主にウイルスRNAの種々の領域におけ’るpeptide断片を抗原とした抗体検出法によっ

て，血清学的に行われている．

　本論文は従来の非A・非B型肝炎多数例を対象に，第一世代，第二世代のHCV抗体測定法，さらにHCV－

RNA検出法（nested－PCR法）による検索を行い，各病期におけるこれらの診断的意義を解析し，とくに現在

重視されている急性C型肝炎の早期診断，予後さらに治療法の指標に関連して，これら診断手技の意義づけを

明らかにしたものである．

　学術的とくに臨床的に価値ある論文と認φる．
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